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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データの色変換を実行する画像処理装置であって、
　画像データを取得するアプリケーション手段と、
　前記画像データの入力色空間座標データに基づいて少なくともＣＭＹデータを取得する
色変換手段と、
　前記色変換手段の出力する前記ＣＭＹデータを使用してＣＭＹＫデータを作成し出力デ
ータを生成する出力データ生成手段とを備え、
　前記色変換手段は、
　前記入力色空間座標データを最適再現したフルカラー画像を与えるための前記少なくと
もＣＭＹデータを与える最適色再現用データ構造と、
　前記最適再現したフルカラー画像の出力時に、前記入力色空間座標データのＮＴＳＣ変
換により与えられるモノクロ出力時の色剤使用量を基準値として、前記基準値よりも色剤
使用量を削減させて出力するための少なくともＣＭＹデータを与える色材削減用データ構
造とを含み、
　前記色材削減用データ構造は、出力画像が与える心理的効果が大きな色相に対しては前
記色剤使用量を前記基準値よりも増加させ、前記出力画像が与える心理的効果が小さい色
相に対しては前記色剤使用量を前記基準値よりも減少させた前記ＣＭＹデータを与える、
色材削減用データ構造であることを特徴とする、画像処理装置。 
【請求項２】
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　前記心理的効果が小さい色相は、予め定められたしきい値を基準として高い色剤使用量
の色相であり、前記心理的効果が大きな色相は、前記しきい値を規準として低い色剤使用
量の色相である、請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記しきい値は、前記入力色空間座標データにＮＴＳＣ変換を施してモノクロ中間調画
像とした場合の色剤使用量を超えない範囲で出力するモノクロ基準モードにおける色材使
用量の特性曲線と、前記最適再現したフルカラー画像の出力時における色剤使用量に固定
係数を乗算することにより色剤使用量を削減させて出力する固定係数モードにおける色材
使用量の特性曲線の交点であることを特徴とする、請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記基準値よりも増加させた前記色剤使用量は、前記固定係数モードにおける色材使用
量として与えられ、
　前記基準値よりも減少させた前記色剤使用量は、総色剤使用量と前記モノクロ基準モー
ドにおける総色材使用量との差を最小にするように前記しきい値を挟んでなめらかに色剤
使用量を変化させる補間関数により与えられる、請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　画像データを色変換するための画像処理方法であって、前記画像処理方法は、画像処理
装置が、
　アプリケーション手段が作成した前記画像データを色変換手段に渡すステップと、
　前記色変換手段により前記画像データの入力色空間座標データから、少なくともＣＭＹ
データを取得するステップと、
　前記色変換手段が出力する前記ＣＭＹデータを使用してＣＭＹＫデータを作成し出力デ
ータを生成するステップとを実行し、
　前記少なくともＣＭＹデータを取得するステップは、
　フルカラー画像を最適再現するモードか、またはフルカラー画像を色剤使用量を削減し
て再現するモードかを判断するステップと、
　フルカラー画像を最適再現するモードと判断した場合には、前記入力色空間座標データ
のＮＴＳＣ変換により与えられるモノクロ出力時の色剤使用量を基準値として、前記基準
値よりも色剤使用量を削減させて出力するための少なくともＣＭＹデータを与える色材削
減用データ構造を参照するステップと、
　前記フルカラー画像を色剤使用量を削減して再現するモードと判断した場合には、出力
画像が与える心理的効果が大きな色相に対しては前記色剤使用量を前記基準値よりも増加
させ、前記出力画像が与える心理的効果が小さい色相に対しては前記色剤使用量を前記基
準値よりも減少させた前記ＣＭＹデータを与えるための色材削減用データ構造を参照する
ステップと
　を含む、画像処理方法。
【請求項６】
　前記心理的効果が小さい色相は、予め定められたしきい値を基準として高い色剤使用量
の色相であり、前記心理的効果が大きな色相は、前記しきい値を規準として低い色剤使用
量の色相である、請求項５に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　前記しきい値は、前記入力色空間座標データにＮＴＳＣ変換を施してモノクロ中間調画
像とした場合の色剤使用量を超えない範囲で出力するモノクロ基準モードにおける色材使
用量の特性曲線と、前記最適再現したフルカラー画像の出力時における色剤使用量に固定
係数を乗算することにより色剤使用量を削減させて出力する固定係数モードにおける色材
使用量の特性曲線の交点であることを特徴とする、請求項６記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記基準値よりも増加させた前記色剤使用量は、前記固定係数モードにおける色材使用
量として与えられ、
　前記基準値よりも減少させた前記色剤使用量は、総色剤使用量と前記モノクロ基準モー
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ドにおける総色材使用量との差を最小にするように前記しきい値を挟んでなめらかに色剤
使用量を変化させる補間関数により与えられる、請求項７に記載の画像処理方法。
【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれか１項に記載の各手段を画像形成装置に実現するための装置実
行可能なプログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の装置実行可能なプログラムを格納した装置可読な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成に関し、より詳細には、色域を縮小して画像形成する、画像処理装
置、画像処理方法、プログラム、およびに記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真複写機、プリンタなどは、近年、パーソナルコンピュータなどの普及に伴い、
１つのオフィスに複数台設置されるのが通常になってきている。このような理由から、画
像処理装置をオフィスに展開する場合、画質に加え、画像形成のコストも重要視される方
向にあるということができる。
【０００３】
　画像形成を行う場合、モノクロ印刷とカラー印刷とが可能であり、モノクロ印刷の場合
、レーザ走査方式であろうとインクジェット方式であろうと、基本的に使用する色剤は、
Ｋ（黒）１色である。一方、カラー印刷の場合、通常では、色剤の黒再現性を向上させ、
また他の色材量を低減させるため、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ
（ブラック）の４色で色再現が行われる。また、ユーザの要求に応じて、場合によっては
、ＣＭＹＫ以外の特殊なカラーを含めて４色以上の色剤が使用される。
【０００４】
　画像をカラー表現する場合、各色は、単独で使用されるだけでなく、同一箇所で色剤を
重ね合わせ、色混合を使用して様々な色相、明度などを表現することが必要である。この
ため、カラー画像の印刷に要するコストは、モノクロ印刷に比較して数倍に跳ね上がる場
合もある。
【０００５】
　カラー画像形成を行う場合の上述したコスト増に対し、コストを抑制する目的から種々
の検討が行われている。カラー画像形成のためのコスト削減は、通常、色剤の使用量を減
らす、エコノモード、省インクモードなどとして参照されることもある「色剤使用量低減
モード」を、画像処理装置に搭載することにより対応されている。
【０００６】
　例えば、特開２００６－２７０９２７号公報（特許文献１）では、印刷データから特定
のパターンで間引き処理し、実際に使用される色剤量を低減する方法が開示されている。
また、特開平０９－２１６４１９号公報（特許文献２）では、入力データに対して一定の
比率で階調を減らすことで、色剤使用量の大きいシャドウ側の成分を減らし、色材量を低
減する方法が提案されている。特開２００４－８０２６６号公報（特許文献３）では、Ｃ
ＭＭ（Color Matching Method:カラーマッチング色変換処理）を利用して、より細かな調
整を可能とする方法も提案されている。
【０００７】
　また、ＣＭＭを使用して色剤使用量を削減する方法は、特開２００６－６８９８２号公
報（特許文献４）、国際出願ＷＯＡ２００３－０４３３０６号パンフレット（特許文献５
）、特開２００７－２３５６６１号公報（特許文献６）、特開２００４－８０２６６号公
報（特許文献７）にも開示されている。
【０００８】
　特許文献４、特許文献６、特許文献７は、ＣＭＭを使用して色剤使用量を低減する点を
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開示し、特許文献５では、ＣＭＭを使用してハイライト・シャドーに関連して明度のこと
なる色剤について、異なる階調処理を行う点については開示する。しかしながら、特許文
献４～特許文献７は、いずれも色剤使用量を低減させることは、画像形成により再現され
る色域が削減されてしまうこと、および当該色域の削減による色再現性の劣化を最小にす
ることを課題とするものではない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　すなわち、特許文献１～特許文献７に記載された画像形成技術は、あくまでも色材を低
減するという処理そのものを解決課題とするか、またシャドー・ハイライトの色再現性を
ＣＭＭを使用して向上させるものであり、カラー画像を色剤を削減しながら高精細に再現
するため、実際にどの程度まで色剤を低減すべきか、また、その際の画質劣化をいかにし
て最小化させるかという技術について、解決課題とするものではない。具体的には、コス
トを重視するあまりに色剤を低減しすぎると、画像全体が薄くぼやけた画質となり、本来
カラー化によって得られるはずであった画像の印象や心理的効果が損なわれ、結局の所、
ユーザが画質およびコストを両方考慮した場合に満足することができる画像を形成するこ
とはできないのである。
【００１０】
　本発明は、上述した従来技術の問題点に鑑み、色剤量の減少に伴う色域の減少が、画像
に与える心理物理的影響を最小限としつつ、色剤量の削減を可能とする画像処理装置、画
像処理方法、プログラムおよび記録媒体を提供することを目的とする。
【特許文献１】特開２００６－２７０９２７号公報
【特許文献２】特開平０９－２１６４１９号公報
【特許文献３】特開２００４－８０２６６号公報
【特許文献４】特開２００６－６８９８２号公報
【特許文献５】国際出願ＷＯＡ２００３－０４３３０６号パンフレット
【特許文献６】特開２００７－２３５６６１号公報
【特許文献７】特開２００４－８０２６６号公報
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明では、低減すべき色剤量の基準として、モノクロ印刷時の色剤使用量、すなわち
モノクロ印刷時の色剤コストをできるだけ再現するように、色剤使用量削減モードを実装
する。カラー画像形成時のトータルコストが、モノクロ印刷時のコストと同等となれば、
モノクロ印刷からカラー印刷に切り換えた場合でも、ユーザが負担すべき消耗品（色剤）
費用は、ユーザの希望により調節可能となり、コストおよび画質の両面でユーザのカラー
画像形成要求に応えることが可能となる。
【００１２】
　また、モノクロ印刷の画質は、階調特性のみで全情報が表現されているので、モノクロ
印刷時の色剤量を基準として使用することで、各色相における階調バランスについても、
そのために別のカラーマッチング処理を導入することなく最適に保つことができ、画像ド
ットの単純な間引き処理や、階調シフト演算による一律な階調ダウン処理よりも高品質な
画像形成が実現可能となる。
【００１３】
　一方、本発明では、モノクロ印刷で色剤使用量が少ない高明度色、例えばＹなどについ
ては、色剤量を削減することにより、モノクロ印刷の色剤使用量に全色を統一すると、高
明度色では視認性が悪くなり、カラー画像がユーザに対して与える心理的効果を損なうこ
とになる。そこで、本発明では、色剤使用量と色相に関連して色剤使用量を制御するため
のしきい値を採用する。しきい値よりも色剤使用量が少ない色相については、モノクロ印
刷の色剤使用量よりも色剤使用量を増加させて視認性を確保する。
【００１４】
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　色剤削減量の基準値としては、ＲＧＢデータを、例えばＮＴＳＣ変換することにより与
えられるモノクロ印刷時の色剤使用量が使用され、対応する画像データの印刷により、モ
ノクロ印刷時に使用される色剤量の総量に可能な限り近くなるように、色剤使用量を制御
する。
【００１５】
　このため、本発明では、ユーザに対し、出力画像が与える心理的効果の大きな色相領域
、具体的にはハイライト色から中間色までについては、色剤使用量を基準値よりも増加さ
せ、中間色からシャドウ色までは、基準値よりも減少させることで、全色剤使用量を、可
能な限り基準値が与える全色剤量に近づくように設定する。
【００１６】
　また、本発明では、色剤使用量の特性曲線を切換えるためのしきい値を挟んだ両側で階
調飛びなどの画像欠陥を生じさせないように、しきい値を挟んだ色剤使用量の特性曲線が
なめらかに連続するように、しきい値よりもシャドウ色側で色剤使用量を提供するために
、補正関数を使用して色剤使用量を計算し、色剤削減用データ構造に登録し、色変換処理
のために使用する。
【００１７】
　さらに、本発明では、中間調画像と、文字・線オブジェクトとに対して異なる色剤削減
量とすることで、カラー画像がユーザに与える心理的効果を最小化させながら、色剤量を
削減し、低コスト化を可能とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施形態をもって説明するが、本発明は、後述する実施形態に限定され
るものではない。
【００１９】
　＜セクションＩ：画像処理装置のハードウェア構成＞
　図１は、画像処理装置１００の実施形態の機能ブロック図である。画像処理装置１００
は、制御部１１０と、制御部によりその動作が制御される画像形成部１４０とを含んで構
成されている。制御部１１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）１１２と、ＲＯＭ１１４と、Ｒ
ＡＭ１１６と、ＮＶＲＡＭ１１８とを含んでいる。ＣＰＵ１１２は、画像処理装置１００
全体の処理を管理する。また、ＲＯＭ１１４は、ＣＰＵ１１２が実行するアプリケーショ
ンプログラムやデータを格納している。ＲＡＭ１１６は、ＣＰＵ１１２のプログラム実行
のための実行空間を提供する。また、ＲＡＭ１１６は、画像データを処理するための画像
ＲＡＭ１１６として実装することができる。ＮＶＲＡＭ１１８は、ＲＡＭ１１６に格納さ
れたデータなどの一時退避させたり、また長期間にわたり保持するべき、データなどを格
納している。
【００２０】
　画像処理装置１００は、操作入力部１２６からのユーザ入力を受取り、ユーザＩ／Ｆ１
２０に送付する。ユーザ入力を受領したユーザＩ／Ｆ１２０は、ＣＰＵ１１２に対してユ
ーザ指令を実行するためのコマンドなどを発行する。さらに画像処理装置１００は、画像
処理を専用に実行するためのＡＳＩＣ(Application Specific Integrated Circuit)１２
２を含んでいる。ＡＳＩＣ１２２は、スキャナアプリケーションなどのアプリケーション
手段から取得した画像データに対して各種画像処理を施して、プリント出力可能な出力デ
ータを生成する。なお、ＡＳＩＣ１２２は、本実施形態では、色変換手段およびＰｏｓｔ
Ｓｃｒｉｐｔ（登録商標）などのＰＤＬ(Page Description Language)などのフォーマッ
トとして出力データを生成する出力データ生成手段の機能を併せて実装する。
【００２１】
　制御部１１０は、外部Ｉ／Ｆ１３０を含んでおり、外部Ｉ／Ｆ１３０を介して、外部接
続されたパーソナルコンピュータなどの情報処理装置から、画像データを受領し、受領し
た画像データに対してＡＳＩＣ１２２による画像処理を施してプリント出力可能な出力デ
ータを生成する。外部Ｉ／Ｆ１３０としては、特に限定はされないが、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ
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（登録商標）、ＵＳＢ(Universal Serial Buss)、ＩＥＥＥ１２９４、ＩＥＥＥ８０２．
Ｘ、公衆電話網、ＩＳＤＮなどのデータコネクションが可能なインタフェースを挙げるこ
とができる。
【００２２】
　なお、画像処理装置１００がスタンドアロンで各種アプリケーション処理が可能な実施
形態では、外部Ｉ／Ｆ１３０は、公衆電話網、ＩＳＤＮなどに接続されるモデム、ＴＡ／
ＤＳＵなどとして実装することもできる。画像処理装置１３０は、ファクシミリの圧縮デ
ータを受領して、画像処理後、出力データを生成させることもできる。制御部１１０は、
さらに入出力Ｉ／Ｏ１２４を備えている。入出力Ｉ／Ｏ１２４は、各種センサ１２８また
は後述するロータリエンコーダなどの出力信号を受領して、画像処理装置１００の制御に
フィードバックする。
【００２３】
　画像形成部１４０は、制御部１１０の出力データをプリント出力するべく、制御部１１
０から出力データおよび制御データを受け取り、各種ハードウェアを動作させて印刷物を
出力する。画像形成部１４０は、インクジェットプリンタ、電子写真プリンタなど、これ
まで知られた画像形成プロセスを使用する画像形成エンジン１４８を含んでいる。
【００２４】
　さらに、画像形成部１３０は、印刷制御部１４２と、駆動系制御部１４４と、高電圧制
御部１４６とを含んでいる。画像形成部１４０が電子写真方式を使用する場合、印刷制御
部１４２は、出力データを受け取り、出力データが含む画素ビットに対応して半導体レー
ザおよびボリゴンミラーなどの制御を行う。また、画像形成部１４０がインクジェット方
式の画像形成エンジン１４８を実装する場合、印刷制御部１４２は、出力データに対応し
たインクジェットノズルの駆動パルスを生成し、ノズルを駆動する。
【００２５】
　駆動系制御部１４４は、画像形成エンジン１４８の画像形成処理に対応して印刷用紙な
どを搬送する搬送モータ、クラッチ、または分離爪などの駆動を管理する。駆動制御部１
４４は、主走査モータ１５０および副走査モータ１５６の駆動パルスを生成し、ノズルヘ
ッドを主走査方向へと移動させ、搬送モータを駆動して、印刷用紙を画像形成部１４０に
供給する。印刷後の印刷用紙は、副走査モータ１５８の駆動により、画像形成部１４０の
外部に排出され、印刷物としてユーザに提供される。各エンコーダ１５２、１５４は、主
走査モータ１５０および副走査モータ１５６の回転数を検出し、出力を入出力Ｉ／Ｏ１２
４に送付する。
【００２６】
　なお、画像処理装置１００が、電子写真方式を使用して画像形成を行う場合、高電圧制
御部１４６が生成したバイアス電位は、帯電ローラ、転写ローラ、搬送ベルトなどに印加
され、潜像形成および転写などのプロセスを可能とする。また、画像処理装置１００が、
インクジェットプリンタとして構成される場合、受像紙を搬送するための搬送ベルトに静
電荷をチャージするため、高電圧が供給される。
【００２７】
　図２は、画像処理装置１００を、インクジェットプリンタとして実装する場合の実施形
態を示す。画像処理装置２００は、ガイドロッド２０２と、ガイドレール２０４とにより
キャリッジ２０６を主走査方向に摺動自在に保持する。ガイドロッド２０２とガイドレー
ル２０４とは、ガイド部材として機能する。キャリッジ２０６は、主走査モータ２０８の
回転が複数の駆動プーリにより構成される駆動部材２１４へと伝達され、主走査方向（図
２の紙面上下方向に相当する。）に移動する。
【００２８】
　このキャリッジ２０６は、例えば、イエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、
ブラック（Ｋ）のインク滴を吐出する４個の吐出ヘッド２１２を含んで構成されている。
吐出ヘッド２１２は、複数のインク吐出口が主走査方向と交叉する方向に配列されて構成
され、そのインク滴吐出方向が下方に向くようにして配設されている。



(7) JP 4776646 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

【００２９】
　吐出ヘッド２１２は、これまで知られたいかなる構成でも採用することができる。例え
ば、吐出ヘッド２１２は、圧電素子などの圧電アクチュエータ、発熱抵抗体などの電気熱
変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用するサーマルアクチュエータ、温度変
化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュエータ、静電荷を用いる静電アクチュ
エータなどを、液滴を吐出するための圧力発生手段として備えることができる。また、吐
出ヘッド２１２は、各色毎に独立したヘッド構成に限るものではなく、複数の色の液滴を
吐出する複数のノズルが一体化された構成とすることもできる。
【００３０】
　キャリッジ２０６は、吐出ヘッド２１２に各色のインクを供給するための各色のサブタ
ンク２１４を搭載している。サブタンク２１４は、色剤を溶解または分散させたインクを
収容していて、吐出ヘッド２１２を介して上質紙や専用紙などの受像紙２２８に対するイ
ンクの吐出を可能としている。
【００３１】
　受像紙２２８は、給紙カセット２１８に載置され、給紙ローラ２２０および分離パッド
２２２などを含む給紙部から、吐出ヘッド２１２へと搬送される。受像紙２２８は、搬送
ベルト２２４に静電吸着された後、吐出ヘッド２１２へと搬送され、さらに、吐出ヘッド
２１２からの色剤により画像が形成された後、排出トレイ２２６上に排出される。
【００３２】
　図３は、画像処理装置２００を、主走査方向を紙面左右方向として配置し、平面構成を
示した図である。画像処理装置２００は、キャリッジ２０６を紙面上の矢線方向の主走査
方向に往復移動させながら、画像信号に応じて吐出ヘッド２１２を駆動する。画像形成プ
ロセスは、キャリッジ２０６の往復運動の間、受像紙２２８を静止させ、受像紙２２８に
対してインクヘッド２１２からインク液滴を吐出して１行分を記録し、受像紙２２８を所
定量搬送後、次の行の記録を行なう。なお、図３中、４色に対応するノズルを、２１２ａ
－２１２ｄで示す。画像処理装置２００は、印刷制御部１４２から送付される記録終了信
号または受像紙２２８の後端が記録領域に到達した信号を検出して、記録動作を終了させ
、受像紙２２８を排紙トレイ２２６上に排紙する。
【００３３】
　画像処理装置２００は、両面印刷処理機能を含むこともできる。両面印刷の場合には、
表面（最初に印刷する面）の記録が終了したときに、駆動系制御部１４４を制御し、副走
査方向を反転するように搬送部材を逆回転させ、鏡面給紙ユニット内に受像紙を送り、両
面給紙ユニット内で受像紙２２８を反転させる。その後、駆動系制御部１４４の搬送方向
を順方向に切換えて再度受像紙２２８を吐出ヘッド２１２に送った後、吐出ヘッド２１２
に駆動信号を供給して画像形成を行うことにより実行される。
【００３４】
　また、印字（記録）待機中、画像処理装置２００は、キャリッジ２０６を、維持回復機
構２３０側に移動し、キャップ２３２で吐出ヘッド２１２のノズル面をキャッピングする
ことによりノズルを湿潤状態に保ち、インク乾燥による吐出不良を防止している。
【００３５】
　図４および図５は、吐出ヘッド２１２の概略的な断面構成４００を示す。図４は、吐出
ヘッド２１２の液室長手方向に沿った断面図であり、図５は、吐出ヘッド２１２の液室短
手方向（ノズルの並び方向）に沿った断面図である。
【００３６】
　吐出ヘッド２１２は、例えば単結晶シリコン基板を異方性エッチングして形成した流路
板４０２と、この流路板４０２の下面に接合した例えばニッケル電鋳で形成した振動板４
０４と、流路板４０２の上面に接合したノズル板４０６とが接合されて形成される。各要
素は、液滴（インク滴）を吐出するノズル４０８、ノズル４０８へのノズル連通路４１０
、圧力発生室である液室４１２を画成する。また、各要素は、液室４１０にインクを供給
するための共通液室４１４を画成して、共通液室４１４から各液室４１０へのインク供給
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を可能としている。
【００３７】
　吐出ヘッド２１２は、インクの吐出を行うため、図示した実施形態では、積層型の圧電
素子４１６と、この圧電素子４１６を接合固定するベース基板４２０とを備えている。圧
電素子４１６は、振動板４０４を変形させ、液室４１２内のインクを加圧するための圧力
発生手段（アクチュエータ手段）として機能する。また、圧電素子４１６には、印刷制御
部１４２が搭載するノズル駆動回路からの駆動信号を供給するための信号ケーブル４２２
が接続されていて、印刷制御部１４２からの信号に応答して圧電素子４１６が駆動される
。
【００３８】
　また、図５に示すように、液室４１２は、複数並設されていて、主走査方向に沿って複
数のインク液滴を吐出させている。また、図４に示す圧電素子４１６の間には支柱部４３
０が設けられている。支柱部４３０は、分割加工された圧電素子を保持している。
【００３９】
　図４および図５を使用して吐出ヘッド２１２の駆動シーケンスを説明すると、吐出ヘッ
ド２１２は、圧電素子４１６に印加する電圧を基準電位から下げることによって圧電素子
４１６を収縮させ、振動板４０４を下降させる。このとき、液室４１２の容積が増加する
ので、液室４１２内にインクが流入する。その後、圧電素子４１６に印加する電圧を上げ
て圧電素子４１６を積層方向に伸長させることにより、振動板４０４をノズル４０８方向
に変形させる。インクは、液室４１２の収縮により、液室４１２内のインクに局所的な圧
力が加えられ、ノズル４０８からインク液滴として吐出される。
【００４０】
　圧電素子４１６に印加する電圧を基準電位に戻すことによって振動板４０４が初期位置
に復元し、液室４１２の容積が増加し、吸引圧が発生する。このとき、共通液室４１４か
ら液室４１２内にインクが供給される。次回のインク吐出は、ノズル４０８のメニスカス
面の振動が減衰して安定した後開始される。
【００４１】
　図６は、本実施形態の画像処理システム６００を示す。図６に示した実施形態は、画像
処理装置６１０は、パーソナルコンピュータ、ワークステーションに対して本実施形態の
画像処理を実行するプリンタドライバなどをインストールすることにより実装される。ま
た、図６に示した実施形態では、画像形成部６４０は、独立したプリンタとして構成され
ている。プリンタ６４０は、画像処理装置６１０から、ＵＳＢ、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録
商標）、ＩＥＥＥ１２９４、ＩＥＥＥ１３９４、ＩＥＥＥ８０２．ｘなどの接続要素６５
０を使用して転送された、ＰＤＬなどのフォーマットで記述された画像データを、プリン
タ制御言語などを使用して制御信号に変換し、プリントエンジン６４４から出力させてい
る。
【００４２】
　画像処理装置６１０は、ワードプロセッサ、画像処理アプリケーション、表計算アプリ
ケーションなどのアプリケーション手段として実装される、アプリケーション６１２を使
用して各種ドキュメントを処理作成および編集する。アプリケーション６１２の実行は、
オペレーティングシステム６１４により管理されていて、ドキュメントの出力、格納、読
出しなどのシステムオペレーションが可能とされている。ユーザがアプリケーション６１
２により作成したドキュメントは、ユーザのプリント指令に応答して、プリンタドライバ
に送付される。
【００４３】
　ドキュメントが、画像データを含む場合、プリンタドライバ６１６は、本実施形態では
、色変換処理手段として機能する色変換処理部６１８と、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商
標）といったＰＤＬ(Page Description Language)などのフォーマットの出力データを生
成する出力データ生成手段として機能するＰＤＬ処理部６３０とを含んで実装される。色
変換処理部６１８は、入力色空間座標として、ＲＧＢ、ＸＹＺ、ＣＩＥ１９７６Ｌ＊ａ＊
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ｂ＊、ＨＳＶなどを使用してＣＭＹ（Ｋ）系への色変換処理を実行する。なお、パーソナ
ルコンピュータなどでアプリケーションを作成する場合には、多くの場合、ＲＧＢ系から
ＣＭＹ（Ｋ）系への色変換が利用される。
【００４４】
　ＣＭＹ系への色変換は、ＬＵＴとして構成された色変換テーブル６２２を使用するＣＭ
Ｍにより行われる。なお、通常では、減法混色を使用する色再現処理では、色剤の分光特
性の調整、色剤量の削減などの観点から第４次元のＫ（ブラック）が導入される。第４次
元のＫの同入手法は種々想定できるが、いずれの場合でもＣＭＹ値が生成され、ＬＵＴに
は、３次元のＣＭＹ系または４次元のＣＭＹＫ系として登録しておくことで、いずれの色
変換にも対応することができる。
【００４５】
　プリンタドライバ６１６は、色変換処理部６１８を含み、入力色空間座標データ、特定
の実施形態では、ＲＧＢデータを、ＣＭＹデータとして変換する。また、プリンタドライ
バ６１６は、色剤量取得部６２０を含んでいて、色剤セーブモードで入力色空間座標に対
応して使用しなければならない色剤使用量を取得し、色剤使用量について設定されたしき
い値と比較し、色剤セーブモードの色剤使用量を制御する。
【００４６】
　色変換テーブル６２２は、図６に示した実施形態では第１ＬＵＴ６２４、第２ＬＵＴ６
２６、第３ＬＵＴ６２８として実装される。第１ＬＵＴ６２４は、最適色再現用データ構
造を提供し、色剤をセーブしない通常モードで、ＲＧＢなどの入力色空間座標データを、
最適に再現する色変換のために利用される。なお、入力色空間座標データを最適に再現す
るとは、入力色空間座標データを、色剤の色域再現範囲全体を使用して再現させる、デフ
ォルト設定を意味する。
【００４７】
　また、第２ＬＵＴ６２６は、ユーザが色剤セーブモードを指令した場合に色変換処理部
６１８がルックアップし、モノクロ基準モードで与えられる色剤使用量を基準として補正
関数により与えられる色剤使用量を使用する色変換を行うために利用される。
【００４８】
　さらに、第３ＬＵＴ６２８は、固定係数モードでの色変換を行うために、色変換処理部
６１８がルックアップする。本実施形態で固定係数モードとは、フルカラー画像に使用さ
れる色剤使用量に対して１以下の正の実数である固定係数を乗算して生成された色剤使用
量に対応するＣＭＫ値を参照させる色剤セーブモードをいう。なお、固定係数は、リニア
リティなどを適宜補正して適用する限り、入力色空間座標値に係数を乗算してＣＭＹ値を
与える構成や、取得されたＣＭＹ値に対して係数を乗算する構成などを適宜、特的の実行
環境に応じて選択することができる。
【００４９】
　各ＬＵＴ６２４、６２６、６２８は、画像処理装置６００の起動時にハードディスク装
置などからＲＡＭなどに読出され、色変換処理部６１８の処理のために利用される。第２
ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８は、図６に示すように、それぞれ独立した色剤削減
用データ構造を構成していてもよい。また、他の実施形態では、第２ＬＵＴ６２６および
第３ＬＵＴ６２８は、一体とされたデータ構造体とされていてもよい。
【００５０】
　本実施形態で、パーソナルコンピュータなどのプリンタドライバ６１６として実装する
場合には、各ＬＵＴは、予めワークステーションなどのＬＵＴ作成装置を使用して生成し
ておき、画像処理装置１００または画像処理装置６００に対し、ＲＯＭまたはプログラム
と共に頒布されるテータテーブルとして提供することができる。この場合、ユーザは、プ
リンタドライバ６１６のインストール時に、各色変換テーブルをハードディスク装置に格
納する。また、他の実施形態で画像処理装置６１０が画像処理専用のワークステーション
、サーバとして構成される場合、プリンタドライバ６１６は、他の画像処理アプリケーシ
ョンのモジュールとして、ユーザ設定に応じて第２ＬＵＴ６２６、第３ＬＵＴ６２８をオ
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ンデマンドに作成させ、種々の色変換処理を提供させるために実装することができる。
【００５１】
　プリンタ６４０は、プリンタコントローラ６４２と、プリントエンジン６４４とを含む
。プリンタコントローラ６４２は、濃度変換処理部６４６を使用して、γ補正後の階調デ
ータを、所定のディザパターンに対応付け、階調変換処理部６４８で階調データから面積
変換して、プリンタ固有の出力データを生成し、プリントエンジン６４４に出力データを
送付する。プリントエンジン６４４は、図１に示した画像形成部１４０と同と要の構成を
含んで構成され、出力データに対応して、電子写真法またはインクジェット法を使用して
受像紙上に画像を形成する。
【００５２】
　図７は、本実施形態の色変換処理を含む出力データ作成処理の実施形態のフローチャー
トである。図７に示した処理は、図１に示した画像処理装置１００では、ＡＳＩＣ１２２
が担当し、図６に示した画像処理装置６００の実施形態では、プリンタドライバ６１６が
担当する。図７に示す処理は、ステップＳ７００から開始し、ステップＳ７０１で指令さ
れた色剤量利用モードに対応するＬＵＴ６２４～６２８を使用してＣＭＭ変換処理を実行
する。ステップＳ７０１で色変換（ＣＭＭ）処理が施された後、ステップＳ７０２でＫ（
ブラック）量を決定するためのＢＧ／ＵＣＲ処理を実行してＣＭＹの３次元色データを、
ＣＭＹＫの４次元色データに変換する。
【００５３】
　ステップＳ７０３では、色剤の総量を規制する総量規制処理が実行され、その後ステッ
プＳ７０４のγ補正処理、ステップＳ７０５の中間調処理を実行する。なお、中間調処理
は、γ補正処理後の階調レベルデータに対応するディザマトリックスの識別値を選択し、
面積表現に変換する処理である。その後、ステップＳ７０６でラスタ画像化およびフォン
トデータなどの識別、ページング・コマンド追加などの処理を行って、出力データを作成
し、ステップＳ７０７で処理を終了させる。
【００５４】
　以上の処理プロセスは、ステップＳ７０１の色域変換処理が異なるだけで、フルカラー
画像を、プリンタの色域再現範囲全体を表現することが可能な色剤量で出力する通常モー
ドの他、色剤量を削減して出力させる色剤量削減モードについても適用することができる
。
【００５５】
　図８は、本実施形態のＣＭＭを使用した色変換処理の概略図である。アプリケーション
で作成されるドキュメントは、プリンタ非依存の入力色空間座標データ、例えばＲＧＢデ
ータとして作成される。他方、プリンタは、減法混色系であるＣＭＹ（Ｋ）データで印刷
する必要がある。このため、ドキュメントのＲＧＢデータを、プリンタ依存のＣＭＹデー
タまたはＣＭＹＫデータに変換する際に、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）を作成してお
き、ＲＧＢ３次元色立体８１０からＣＭＹ３次元色立体８２０への変換を行う。図８では
、ＲＧＢ→ＣＭＹの最も直接的な色変換処理を例示する。図８に示されるように、通常、
ＬＵＴのデータ量を削減するため、ＬＵＴは、図８に示される色立体のサンプルポイント
について作成され、適宜補間処理を行って、入力色データｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）８１２から、
出力色データｎ′（Ｃ、Ｍ、Ｙ）８２２を取得する。なお、その後、通常では、プリンタ
は、ＣＭＹＫ系４次元色空間で印刷出力を行うので、ＢＧ／ＵＣＲ処理が行われて、ＣＭ
Ｙ→Ｃ′Ｍ′Ｙ′Ｋ′としてプリンタ固有のデータが与えられる。
【００５６】
　本実施形態では、ユーザ指令に応答して画像処理装置は、通常モードと色剤使用量削減
モードとを選択し、各モードに対応した色変換処理を実行する。なお、通常モードとは、
画像形成部１４０またはプリンタ６４０の色域再現範囲全域を最適再現する色剤使用量で
の印刷モードを意味する。また、色剤使用量削減モードとは、プリンタの再現可能な色域
を削減させても、印刷コストを重視し、最適再現のための色剤使用量よりも色剤使用量を
減少させて印刷出力を行う印刷モードを意味する。色剤使用量削減モードでは、色再現範
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囲は縮小するものの、トナー、インキなどの消耗品の消費量を削減し、モノクロ出力程度
の印刷コストで、カラー印刷を行うことが可能となる。
【００５７】
　色域再現範囲を減少させることは、印刷画像にも影響を与え画像濃度が薄くなったり、
コントラストが減少するなどの弊害も発生する。本実施形態では、色剤使用量削減モード
では、可能な限り色剤量を削減しながら、画質劣化を最小限に止める色変換処理を画像処
理装置に実装させるものである。
【００５８】
　＜セクション２：色剤使用量削減モード＞
　１．モノクロ基準モード
　モノクロ基準モードは、本実施形態では、画像データの入力色空間座標データを、ＮＴ
ＳＣ変換を施し、モノクロ中間調画像とした場合の色剤使用量を再現するようなＣＭＹデ
ータを使用する色剤使用量削減モードである。第２ＬＵＴ６２６は、色相や画像データの
特性によっては、そのままモノクロ基準モードで色剤使用量削減を行う場合に利用するこ
とができる。
【００５９】
　また、第２ＬＵＴ６２６は、色剤使用量などについて設定されるしきい値を超えた場合
にモノクロ基準モードでの色剤使用量を基準として色剤使用量を制御するために、補正関
数などを使用して修正され、色変換に利用することもできる。なお、以下、モノクロ基準
モードを、カラー画像をモノクロ変換した場合に出力するべきブラック色剤量であるＫ量
を基準としてｓ（ｓは、０～１００の実数）％の範囲に相当する色剤使用量でカラー出力
するモードとして定義する。なお、出力するべきＫ量は、特定の実施形態でカラー画像を
モノクロ変換する場合に使用されるＮＴＳＣ変換を使用する場合、下記式（１）で与えら
れる。
【００６０】
【数１】

【００６１】
　第３ＬＵＴ６２８は、色剤削減モードとしての固定係数モードの色変換のために実装さ
れ、入力色空間座標を通常モードで出力させるべき色剤使用量に対して、固定係数Ｆｉｘ
（０～１の実数）を乗じた色剤量で印刷出力するモードとして定義する。なお、固定係数
モードとして、色剤使用量に固定係数Ｆｉｘを乗算する場合、通常モードで出力する場合
の色剤使用量は、各階調について実測値を使用することもできるし、所定の階調レベルに
割当てられた面積率に対して吐出するべきインキ液滴数または重量などを使用して計算し
ておくこともできる。
【００６２】
　２．第２ＬＵＴおよび第３ＬＵＴの作成およびデータ構造
　以下、第２ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８の作成およびデータ構造について説明
する。
【００６３】
　図９は、第２ＬＵＴ６２６作成処理の実施形態のフローチャートである。図９の処理は
、ステップＳ９００から開始し、ステップＳ９０１で、第１ＬＵＴ６２４の入力色空間座
標（ａ、ｂ、ｃ）を取得する。ステップＳ９０２では、反復カウンタｐおよび色剤量差変
数Ｄｉｆｆを初期化し、座標（ａ、ｂ、ｃ）で与えられるＣＭＹ座標の色剤使用量Ｄｍｏ
ｎｏ［ｍ］を計算する。色剤使用量Ｄｍｏｎｏ［ｍ］は、モノクロ基準モードでは、式（
１）で与えられるモノクロ出力時のＫ量に係数ｓを乗じ、ｃ×Ｋ×ｓ（ｃは、ＮＴＳＣ変
換で与えられるＫ量からＫの色剤使用量を与えるための比例定数である。）として、通常
モードで色剤使用量Ｄｃｏｌｏｒのレベルの値となるように計算される。
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【００６４】
　なお、同等の関係を与えることができる限り、いかなる方法を使用して色剤使用量Ｄｍ
ｏｎｏ［ｍ］を計算することができる。なお、図９に示した実施形態は、モノクロ基準モ
ードで色剤使用量を削減する場合の色変換処理についての処理であるが、使用する基準と
なるＤｍｏｎｏ[ｍ]の値を例えば設定されたしきい値以上の色剤使用量の領域について補
正関数で与えることで、固定係数モードと併用することが可能なデータ構造に修正するこ
とができる。
【００６５】
　ステップＳ９０３以下の処理が、第２ＬＵＴ６２６生成処理に対応する。また、ステッ
プＳ９０２からポイントＡにより参照される図１１で説明する処理により、固定係数モー
ドで使用するべき第３ＬＵＴ６２８が生成される。なお、色剤量差変数Ｄｉｆｆの初期設
定値は、最大の色剤量差を超える大きな数として設定される。
【００６６】
　ステップＳ９０３では、例えばＲＧＢ色空間からＣＩＥＬ＊ａ＊ｂ＊均等色空間の値に
変換し、座標（ａ、ｂ、ｃ）と同じか、それ以上の明度Ｌ＊となる同色相の座標（ｅ、ｆ
、ｇ）を第１ＬＵＴを検索する。なお、同色相および座標（ｅ、ｆ、ｇ）の検索は、第１
ＬＵＴ上のサンプルポイントについて、ΔＨｕｅ＜εとなるサンプルポイントの座標を取
得し、集合変数または配列変数に登録することにより実行される。なお、上式中、ΔＨｕ
ｅは、座標（ａ、ｂ、ｃ）と座標（ｅ、ｆ、ｇ）との間の色相差であり、Δ｛ｓｑｒｔ（
（ａ＊）２＋（ｂ＊）２）｝で与えられ、εは、正の微少数である。ステップＳ９０４で
は、座標（ｅ、ｆ、ｇ）での色剤使用量Ｄｃｏｌｏｒ［ｎ］を計算し、｜ｎ－ｍ｜ｐの値
を計算する。ステップＳ９０５で、｜ｎ－ｍ｜ｐ≦Ｄｉｆｆか否かを計算する。
【００６７】
　ステップＳ９０５の判断が、肯定的な結果を返す場合（ｙｅｓ）、ステップＳ９０６で
Ｄｉｆｆ＝｜ｎ－ｍ｜ｐ、ＯｕｔＣＭＹ＝（ｈ、ｉ、ｊ）ｐを設定する。この段階で、入
力色空間座標（ａｂｃ）に対応し、色剤量差を最小とする同色相の第１ＬＵＴ６２４での
サンプルポイントが検索されたことになる。ステップＳ９０８では、同色相上の全座標を
計算終了したか否かを判断する。同色相として取得された座標全部について計算が終了し
ていない場合（ｎｏ）、ステップＳ９１２で、反復カウンタｐをインクリメントし、処理
をステップＳ９０３に戻し、登録された次の座標（ｅ′、ｆ′、ｇ′）を取得し、ステッ
プＳ９０８までの処理を反復させる。
【００６８】
　一方、ステップＳ９０８で、全座標の計算が終了したと判断した場合（ｙｅｓ）、ステ
ップＳ９０９で、その段階で登録されているＯｕｔＣＭＹ＝（ｈ，ｉ，ｊ）ｑを、座標（
ａ、ｂ、ｃ）の出力ＣＭＹ座標値として確定し、第２ＬＵＴ６２６の座標（ａ、ｂ、ｃ）
レコードに登録する。ステップＳ９１０では、第１ＬＵＴ６２４にエントリされた全入力
色空間座標について計算終了したか否かを判断する。ステップＳ９１０で、全入力色空間
座標について処理が完了していない場合（ｎｏ）、処理をステップＳ９０１に戻し、処理
を繰り返す。また、ステップＳ９１０で全入力色空間座標について処理が完了したと判断
された場合（ｙｅｓ）、ステップＳ９１１で第２ＬＵＴ６２６作成を終了させる。
【００６９】
　この段階で、第２ＬＵＴには、（入力色空間座標－モノクロ基準モードでの濃度を与え
るＣＭＹ座標）が登録される。したがって、第２ＬＵＴを参照した色変換によって、入力
ＲＧＢ座標から、明度が高く同色相であってモノクロ基準モードの色剤使用量を与えるＣ
ＭＹ値が与えられることになる。その後、取得されたＣＭＹの値に対してＢＧ／ＵＣＲ処
理を実行し、対応する４次元色空間データＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋを生成し、以後、図７に示した
処理を使用して出力データが作成される。なお、当該処理は、設定されたしきい値前後で
固定係数モードと、補正関数により修正された第２ＬＵＴを使用するモノクロ基準モード
の両方を使用する本実施形態の好ましい実施形態の色剤使用量削減モードでも同様にして
実行される。
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【００７０】
　図１０を使用して第２ＬＵＴ作成処理のグラフィカルに説明する。第２ＬＵＴは、通常
モードで使用する第１ＬＵＴ６２４と同様に、色空間立体に対応する入力色空間座標１０
００を登録する。第２ＬＵＴ６２６は、これに対応して出力値であるＣＭＹ座標値１００
４を対応して登録する。第２ＬＵＴ６２６は、第１ＬＵＴ６２４と比較して入力色空間座
標１０００に対応付けられるＣＭＹ値が、色剤使用量の低い値に置換された構成とされて
いる。第２ＬＵＴ６２６の生成は、画像処理装置１００または画像処理装置６００とは別
に構成されたＬＵＴ作成装置によっても作成できるし、また画像処理装置１００または画
像処理装置６００がユーザの指令によりオンザフライに生成することもできるが、いずれ
の場合にでも同様の処理を使用して作成できる。
【００７１】
　第２ＬＵＴ６２６の作成では、まず第１ＬＵＴのサンプルポイントのＲＧＢ値を入力色
空間座標１０００から選択し、対応するＣＭＹ色空間座標を取得する。また、第２ＬＵＴ
６２６は、取得したＣＭＹでの通常モードで使用される色剤量であるＤｃｏｌｏｒおよび
モノクロ基準モードで使用する色剤使用量を登録する色剤使用量対応データ１００２を含
んで構成されており、色剤使用量対応データ１００２は、色剤量変換フィールド１００６
、１００８が各階調レベルに対応して登録されている。
【００７２】
　入力色空間座標が取得されると、フィールド１００８に対応するモノクロ基準モードで
の色剤使用量Ｄｍｏｎｏ［１］を取得する。その後、同色相で、かつ明度がより高い座標
値を、入力色空間座標１０００を検索してリストアップする。そして、リストアップされ
たサンプルポイントの中から、最も色剤使用量差Ｄｉｆｆの小さいＤｃｏｌｏｒ［ｍｉｎ
］の値をフィールド１００６から取得し、当該Ｄｃｏｌｏｒ［ｍｉｎ］に索引付けされた
第１ＬＵＴ６２４のＣＭＹの値を取得し、フィールド１００４に、第２ＬＵＴ６２６の該
当する入力色空間座標についての目標色空間座標として登録することで、第２ＬＵＴ６２
６が作成される。
【００７３】
　したがって、第２ＬＵＴ６２６は、第１ＬＵＴ６２４のＲＧＢ－ＣＭＹ対応関係ではな
く、図１０の破線で示されるように、ＲＧＢデータを、より色剤使用量の少ない色差最小
のＣ′Ｍ′Ｙ′に関連づけを行う用にして生成される。また、第２ＬＵＴ６２６を補正関
数を使用して修正する場合に付いてもＤｍｏｍｏ[ｍ]の値をモノクロ基準使用量から補正
関数で与えられる使用量に設定することで、同様の処理を使用して修正することができる
。
【００７４】
　以上説明した実施形態では、ＲＧＢデータから記録装置で扱えるＣＭＹ（Ｋ）の色剤量
への変換を提示したが、ＲＧＢデータ以外にも、ＹｕｖやＸＹＺなど、種々の表色データ
から実使用色剤量への変換に適用可能であり、記録装置で扱える色剤もＣＭＹＫに限定さ
れるものではなく、薄色（ライトシアン、ライトマゼンタなど）のいわゆる特色と言われ
る色剤に適用することも可能である。
【００７５】
　以下、図１１を使用して第３ＬＵＴ６２８の作成の実施形態についてフローチャートを
使用して説明する。第３ＬＵＴ６２８の作成処理は、図９のポイントＡの後、ステップＳ
１１０１で座標（ａ、ｂ、ｃ）に対応する座標値またはＣＭＭ変換後の座標値（ＣＭＹ）
の色剤使用量Ｄｃｏｌｏｒに固定係数Ｆｉｘを乗算する。その後、ステップＳ１１０２で
固定係数Ｆｉｘを乗算した色剤使用量に最も近いＤｃｏｌｏｒ［ｎｅａｒ］を有するＣＭ
Ｙ座標値を取得し、座標（ａ、ｂ、ｃ）に対応付けて登録する。ステップＳ１１０３では
、第１ＬＵＴにエントリされた全入力色空間座標について計算が終了したか否かを判断す
る。ステップＳ１１０３で全入力色空間座標について計算が終了した場合（ｙｅｓ）、処
理をステップＳ１１０４で終了させる。また、ステップＳ１１０３で全入力色空間座標に
ついて計算が終了しない場合（ｎｏ）、処理をステップＳ１１０５に分岐させ、再度ステ
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ップＳ９０１で、新たな入力色空間座標値（ａ′、ｂ′、ｃ′）を取得し、再度ポイント
Ａから図１１の処理に戻す。
【００７６】
　以上の処理が終了した後、第３ＬＵＴ６２８には、（入力色空間座標－固定係数モード
での濃度を与えるＣＭＹ座標）が登録されることになる。なお、第２ＬＵＴ６２６および
第３ＬＵＴ６２８を使用する色変換処理においても、サンプルポイント間の補間計算を、
第１ＬＵＴ６２４と同様の補間関数を使用して実行できることはいうまでもないことであ
る。また、第３ＬＵＴ６２８は、固定係数モードに使用する固定係数であるＦｉｘの値を
、例えば１０％間隔で変え固定係数の異なる第３ＬＵＴ６２８のセットとしてを生成させ
ておき、プリンタドライバなどのインストール時に複数の第３ＬＵＴ６２８を設定させる
こともできる。この実施形態では、画像処理装置１００または６００のプリントウィザー
ドから、ユーザが異なる固定係数を使用する色剤削減モードを選択することが可能となる
。
【００７７】
　第２ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８が作成された段階で、入力色空間座標値に関
連して第２ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８が与える色剤使用量の特性曲線を計算す
る。第２ＬＵＴ６２６が与える特性曲線と、第３ＬＵＴ６２８が与える特性曲線に交点が
存在する場合、交点以後の第２ＬＵＴ６２６の色剤使用量と、交点以前の第３ＬＵＴ６２
８を使用した色剤使用量とが、第２ＬＵＴ６２６での色剤使用量の総量との差を最小とす
るように、交点以後の色剤使用量について、モノクロ基準モードの色剤使用量よりも小さ
く設定する補正関数を作成し、当該補正関数で与えられる色剤使用量の差および色相差が
最小のＣＭＹ値を第１ＬＵＴ６２４から検索し、第２ＬＵＴ６２６の値を修正する。なお
、このとき、ｓ％＝（補正関数値／モノクロ基準モード値）×１００として与えることに
なる。
【００７８】
　また、交点が存在しない場合や交点がハイライト色またはシャドウ色側に極端に偏って
いる場合などには、交点の代わりに予め色剤使用量を考慮して設定されたしきい値の前後
で第２ＬＵＴ６２６の値を修正する。なお、しきい値は色剤使用量について設定されても
よいし、画像のＣＭＹについての階調レベルについて設定されてもよい。
【００７９】
　３．色剤使用量特性の検討
　第２ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８を使用した色剤量削減モードにおける色剤削
減量を、モノクロ基準モード（ｓ＝１００％）および固定係数モード（Ｆｉｘ＝０．５）
について比較した。その結果を図１２に示す。図１２は、色剤使用モードに利用するため
の固定係数モードおよびモノクロ基準モードでの色剤使用量特性１２００の観測データを
示す。紙面をＣＭＹおよびＲＧＢの色相に分割し、色剤使用量を中心１２０２からの距離
（中心１２０２からの距離が大きいほど、色剤使用量が増加することを意味する。）とし
て示したプロットである。ライン１２０４が、ＮＴＳＣ変換を使用するモノクロ基準モー
ドの色剤使用量であり、ライン１２０６が、固定係数モードの色剤使用量である。
【００８０】
　図１２に示すように、ライン１２０６で示される固定係数モードは、どの色相について
も概ね均等に削減されていることが示されている。一方、ライン１２０４で示されるモノ
クロ基準モードでは、Ｙに相当する色相で、顕著な色剤使用量減少が認めされる。また、
ライン１２０４で示すモノクロ基準モードでは、Ｂに相当する色相では色剤削減効果が低
いことが判明した。モノクロ基準モードでＹの色剤削減量が過大となる理由は、ＮＴＳＣ
変換では、入力ＲＧＢ値に対して人間の視感特性に応じた係数が乗算され、Ｋのデータと
して出力される。この時、最大に出力されていたとしても、Ｙといった明度の高い色相は
、非常に薄いグレーとして処理される。一方、Ｂといった明度の低い色は、濃いグレーと
して処理される。このため、モノクロ基準モードでは、色相間での色剤削減量が異なる結
果を与える。
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【００８１】
　図１２で説明したように、モノクロ基準モード単独での色剤使用量削減処理は、色剤使
用量を低減することを可能とするが、色相による色剤削減量が大きく異なり、画質的に充
分ではない結果を与える。一方、固定係数モードは、上述したような色相による大きな変
動は発生しない。
【００８２】
　このため、固定係数モードでの色剤使用量削減が画像品質に与える影響を検討した。図
１３には、同一の画像に対し、異なる固定係数を乗算して生成した出力画像を示す。図１
３（ａ）および図１３（ｃ）が実施例となる出力画像であり、図１３（ｂ）が比較例とす
るべき出力画像である。
【００８３】
　図１３（ａ）は、固定係数＝１（１００％）とした場合の出力画像であり、図１３（ｃ
）は、固定係数＝０．６（６０％）とした場合の出力画像である。また、図１３（ｂ）は
、固定係数＝０．２（２０％）の場合の出力画像である。固定係数が０．２となる場合、
中間調処理後画像は、ほとんどドットのみが認識されるような出力画像となり、著しい画
像劣化を生じさせる。一方、図１３に示すように固定係数が０．２を超えた領域である０
．３～０．６の範囲では、固定係数を乗算した後の中間調処理後画像は、固定係数が小さ
くなるにつれ画質が低下するものの、画像として認識することが可能であることが確認さ
れた。
【００８４】
　図１３で示したように、固定係数モードでは、固定係数の選択マージンが広くなく、モ
ノクロ印刷と同等の画質を与えるためには、固定係数モード単独で固定係数Ｆｉｘを小さ
くすることでは対応することができないことが判明した。すなわち、中間調処理にハイラ
イト飛びなどの画像劣化を発生させないためには、固定係数モードでは、モノクロ基準モ
ードよりも高い色剤使用量を用いる必要があり、この結果、モノクロ相当の色剤使用量よ
りも色剤使用量が高くなり、全色剤削減量という点で充分な削減効果がないという問題が
あることが判明した。
【００８５】
　４．色剤量削減モードと画質の検討
　上述した通り、各色剤削減モードは、いずれも色剤削減という点は可能とするものの、
それぞれ単独では色剤削減と画質とを両立させる点では充分ではない。
そこで、色剤量の削減を、モノクロプリントの色剤使用量を基準として最小限に抑制しな
がら、高画質化を行うため、以下の検討を行った。図１４は、縦軸に色剤使用量、横軸に
パッチに対して色相および明度の異なる印字を行い、当該パッチに対する色剤使用量順に
、パッチを並べた色剤使用量特性グラフである。なお、色剤使用量の少ない側（紙面左手
側）は、ハイライト色に相当し、色剤使用量の多い側（紙面右手側）が、シャドウ色に相
当する。印刷モードは、ライン１２００が通常モード、ライン１２０２がモノクロ基準モ
ード、およびライン１２０４が固定係数＝０．５としたときの固定係数モードに相当する
。
【００８６】
　カラー印刷される出力画像の心理的効果について考えると、ハイライト色側は色が薄い
ので、使用される色剤量が少なくさらに減少させてしまうとハイライト色が飛んでしまう
という問題が生じる。一方、シャドウ側は、心理的効果は大きいものの、色剤使用量が高
いので色剤量を削減するマージンを確保しやすいということができる。また、シャドウ色
側で色剤量を減少させても、ドットの潰れや飛びには直結しないので、出力画像の認識性
を低下させるポリシーではない。
【００８７】
　ところで、ハイライト色とシャドウ色との間を連続するいわゆる中間色域は、カラー画
像を最も特徴付ける領域であり、シェーディングの連続性および画像ドットの保存性は、
図１３に示すように、カラー画像がユーザに対して与える心理的効果に大きな影響を与え
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ることが判明した。特に、画像データばかりではなく、ビジネス文章などでは、表の背景
として中間濃度として与えられる淡い色が多用され、淡いながらも個々の色分けに意味を
持たせる場合が多い。このため、ハイライト色から中間濃度領域で画像ドットおよびコン
トラストを保持することは、カラー画像の与える心理的効果にとって重要であり、色剤使
用量低減モードにおけるハイライト色から中間色にかけて画像ドットを保存紙ながらコン
トラストを向上させることが、色剤量減少によるカラー画像に対する心理的影響を緩和す
ることができることが判明した。
【００８８】
　ハイライト色から中間色にかけてのコントラストを向上させるためには、図１２および
図１４に示すように単純にモノクロ基準モードの色剤量を基準として増加させるよりも、
固定係数モードの色剤量を基準として使用することが望ましい。この理由は、図１２に示
されるように、モノクロ基準モードでは、色剤削減特性が階調だけでなく、色相にも影響
されるので、色相、例えばＹなどでは極端に色剤量が削減されてしまうなど、画像が含む
色データにより補正効果のスケーラビリティが得られないためである。
【００８９】
　これに対して、固定係数を乗算した場合は、どの色相にも均等に補正効果がかかる。こ
のため、色相によって階調バランスが崩れるといった中間色の色再現性に対する悪影響を
最小限にすることができる。
【００９０】
　また、固定係数の値については、３０％～６０％に設定することで、図１３に示すよう
に、識別可能な画像を得ることができる。なお、固定係数を６０％以上に設定する場合、
モノクロ基準の色剤使用量までの色剤量削減が実質的に困難になる場合がある。なお、下
限値は、画像の識別性が確保できる限り、特に制限はないが、画像品質的な観点から、モ
ノクロ基準モードでの色剤使用量以上となる係数値とする必要がある。以上の点から、固
定係数の範囲として、下記式（２）で示される範囲を採用することができる。
【００９１】
【数２】

【００９２】
５．色剤使用量のスイッチング
　画像品質を保存させながらモノクロ基準モードに近いインク使用量を実現するためには
、ハイライト色から中間色までについての画質を確保する上でモノクロ基準モードを超え
る色剤使用量としなければならず、このためシャドウ色側で色剤使用量を削減する必要が
ある。この場合、所定のしきい値を超えたシャドウ色側でモノクロ基準モードでの色剤使
用量よりも色剤使用量を減少させることで色剤使用量を管理するように、色剤使用量を切
換える。
【００９３】
　本実施形態では、色剤使用量を、モノクロ基準モードを規準とし、モノクロ基準モード
に最も近くなるように、ハイライト色から中間色にかけて色剤使用量を増加させ、シャド
ウ色側で色剤使用量を減少させる。図１５は、本実施形態による色剤使用量削減処理の説
明図である。フルカラー出力時の色剤使用量は、ライン１５００で示される。モノクロ基
準モードを使用する場合の色剤使用量は、ライン１５０２で与えられ、また、固定係数モ
ードでの色剤使用量は、ライン１５０４で与えられる。
【００９４】
　固定係数モードのライン１５０４は、モノクロ基準モードよりもハイライト色～中間色
の範囲では、色剤使用量が多く、この結果、画質的には、モノクロ基準モードよりも高画
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質を与える。一方で、ハイライト色からシャドウ色まで固定係数モードを利用すれば色剤
削減による画質劣化を最小限とすることができるものの、色剤使用量の削減量という意味
では充分ということができない。このため、本実施形態では、ハイライト色～シャドウ色
までの間で、色剤削減量をスイッチングする。以下、色剤使用量のスイッチング処理につ
いて説明する。
【００９５】
　モノクロ基準モードおよび固定係数モードの色剤使用量は、色相、明度により異なるこ
とが想定されるので、第２ＬＵＴ６２６および第３ＬＵＴ６２８の作成時、交点の存在を
検査し、または予め設定されたしきい値を利用して、第２ＬＵＴを修正する。なお、本実
施形態では、色剤使用量を切換えるための特徴ポイントという意味で、交点および外部設
定されるしきい値について、以下、いずれもしきい値として参照する。なお、本実施形態
では、しきい値レベルは、図中矢線で示す。また、トン実施形態では、しきい値は、色剤
使用量について設定するものとして説明するが、所定の色相と、色剤使用量とが関連付け
られている限り、色相ごと、入力色空間座標に関してしきい値を設定することもでき、こ
の場合、色相ごとに異なるしきい値を設けてもよい。
【００９６】
　図１５（ａ）には、図１４で説明した特性曲線が、ハイライト色からシャドウ色の間の
適切なポイントで交点を与える場合の実施形態である。また、図１５（ｂ）、図１５（ｃ
）は、ハイライト色からシャドウ色に至る適切なポイントに交点が存在しない場合の実施
形態である。本実施形態では、交点が存在する場合、交点をシャドウ側に超えた領域につ
いて交点を共有し、かつなめらかに固定係数モードの特性曲線に連続する補間関数１５０
６を生成し、当該補間関数１５０６で与えられる色剤使用量を与えるように、第２ＬＵＴ
の値を修正する。
【００９７】
　また、色剤使用量に関して予め設定したしきい値を使用する場合、補間関数１５０６は
、しきい値に相当する色剤使用量を挟んで、固定係数モードの特性曲線のポイントを供給
し、かつなめらかに連続するように設定される。いずれの場合でも、補間関数１５０６は
、使用する固定係数モードの特性曲線とポイントを共有し、当該ポイントで、なめらかに
特性曲線に接続させながら、ハイライト色からシャドウ色までの色剤使用量の積分値ＣＲ

ｅａｌが、モノクロ基準モードの対応する範囲の積分値Ｃｓｔａｎｄとの間の絶対値の差
｜ＣＲｅａｌ－Ｃｓｔａｎｄ｜を最小化するように、補間関数、スプライン関数の各係数
や関数種類を決定する。この補間関数は、第２ＬＵＴ６２６の該当するサンプルポイント
の入力色空間座標を、補間関数で与えられる色剤使用量の色差を最小とするＣＭＹデータ
に変換させるように決定され、補間関数で与えられた色剤使用量を使用して、第２ＬＵＴ
６２６を作成すると同様の処理を使用してモノクロ基準モードの第２ＬＵＴ６２６を修正
するために使用される。なお、しきい値の設定は色剤使用量の他、入力色空間座標値、Ｈ
ＳＶ、またはｓｑｒｔ｛（ａ＊）２＋（ｂ＊）２｝などの色相値などに関して設定するこ
とができる。
【００９８】
　さらに他の実施形態では、カラー画像のうち、文字オブジェクトや線画オブジェクトに
対して色剤低減処理をしない設定を行うことも可能である。この処理は、本実施形態を、
ラスタデータとフォントデータとを分離して出力データを作成する場合に好適に適用する
ことができる。この実施形態では、さらに、文字オブジェクトや線画オブジェクトと、そ
れ以外のラスタデータとについて、異なる色剤使用量削減処理を適用することもできる。
文字オブジェクトや線画オブジェクトに対して異なる色剤使用量削減処理を適用し、コン
トラストを改善することで、色剤使用量の削減効果は若干劣化するものの、文字オブジェ
クトや線画オブジェクトの視認性を確保しつつ、画像データ全体では色剤使用量を削減さ
せることができる。
【００９９】
＜セクション３：色剤使用量削減処理＞
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　図１６は、画像形成方法の色剤使用量削減モードの実施形態のフローチャートを示す。
図１６の処理は、ステップＳ１６００から開始し、ステップＳ１６０１で入力色空間座標
を取得する。ステップＳ１６０２では、入力色空間座標が固定係数モードでしきい値を超
えた色剤使用量を必要とするか否かを判断する。なお、しきい値は、ユーザが任意に設定
することもできるし、また固定係数モードの特性曲線とモノクロ基準モードの特性曲線と
の間に交点が存在する場合、当該交点を使用することもできる。ステップＳ１６０２で、
入力色空間座標が、固定係数モードで、しきい値を超えた色剤使用量を要求する場合（ｙ
ｅｓ）、処理をステップＳ１６０４に分岐させる。一方、ステップＳ１６０２で、入力色
空間座標がしきい値を超えた色剤使用量以下の場合（ｎｏ）、ステップＳ１６０３で第３
ＬＵＴ６２８を使用して固定係数モードで色剤削減した色変換を実行する。
【０１００】
　ステップＳ１６０２で、入力色空間座標が固定係数モードについて設定した、しきい値
を超えた色剤使用量を要求する場合（ｙｅｓ）、ステップＳ１６０４で、第２ＬＵＴ６２
６を使用して色剤使用量を削減する色変換を実行する。なお、第２ＬＵＴ６２６は、この
段階ではモノクロ基準モードそのままのデータではなく、しきい値以上では、補間関数に
より与えられる色剤使用量に対応するＣＭＹデータがエントリされている。
【０１０１】
　その後、入力色空間座標のすべての色変換が終了した後、ステップＳ１６０５で後続の
画像処理を施して、ＣＭＹＫ系の出力データを生成させ、プリンタに送信して印刷を実行
させ、ステップＳ１６０６で処理を終了させる。図１６に示した実施形態によれば、ハイ
ライト色のコントラストを確保しながら、シャドウ色にかけてモノクロ基準モードに最も
近い色剤使用量で印刷が可能となり、画質と色剤量削減との間のトレードオフの関係を改
善することができる。
【０１０２】
　図１７は、本実施形態の色剤使用量削減モードと、固定係数モード、およびモノクロ基
準モードの色剤使用量削減を、複数の画像について測定した場合の実施例を示す。図１７
では、色剤使用量削減の基準としてモノクロ基準モードの色剤使用量を使用し、固定係数
モードおよび本実施形態の色剤量削減モードについて、相対的な削減量を示したものであ
る。なお、図１７では、紙面左手側から順に、同一の画像についてのモノクロ基準モード
、固定係数モード、本実施形態のモードの色剤使用量が対として示されている。
【０１０３】
　図１７に示すように、固定係数モードでは概ねモノクロ基準モードよりも色剤使用量が
減少しているが、この理由は、シャドウ色部分についても固定係数が乗算されるため、ハ
イライト部分ではモノクロ基準モードよりも色剤使用量を増加させた場合でも積分値とし
ては低くなるためと推定される。また、固定係数モードでは、画像によって色剤使用量の
変動幅が約４０％近く低い側に変動し、固定係数モード単独では、画像ごとの画質の保証
性が充分ではないことがわかった。一方、本実施形態の色剤削減モードでは、モノクロ基
準モードに対して色剤使用量が概ね±１０％程度の範囲内で一致しており、ほぼモノクロ
基準モードに対応する色剤使用量が与えられているのが示されている。
【０１０４】
　図１７に示されるように、本実施形態の色剤削減モードでは、モノクロ基準モードまた
は固定係数モード単独で色剤量を削減する場合に比較して、画像間での色剤削減量の安定
性が改善でき、この結果、画質を保証しながら色剤を削減することができることがわかる
。
【０１０５】
　なお、本実施形態では、ハイライト色～中間色を固定係数モードとし、シャドウ色を補
正関数で与えられるモノクロ基準モードとして色変換を行うものとして説明したが、いわ
ゆる特色の場合、特色に応じた色再現特性が考えられ、ＣＭＹＫおよび特色を含め、色相
、明度などハイライト色～中間色をモノクロ基準モードとし、シャドウ色を固定係数モー
ドとして色変換することも可能である。
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【０１０６】
　図１８は、本実施形態による色剤使用量を削減した画像を、フルカラー印刷、モノクロ
基準モードおよび固定係数モードと共に比較した図である。図１８（ａ）がフルカラーモ
ード、図１８（ｂ）がモノクロ印刷、図１８（ｃ）が固定係数モード、図１８（ｄ）が本
実施形態の色剤使用量削減モードである。図１８に示されるように、モノクロ印刷（図１
８（ｂ））の場合には、カラー情報が失われてしまっている。一方、固定計数モード（図
１８（ｃ）では、フルカラー印刷の場合に比較してシャドウ色が、係数固定の分だけ著し
く薄くなっているのがわかる。
【０１０７】
　一方、本実施形態の色剤使用量削減モードでは、ハイライト色から中間色までのコント
ラストが改善されており、固定係数モードと比較しても補間関数でシャドウ色の色剤使用
量を大きく削減できる事に対応し、その分だけハイライト色から中間色の色剤使用量を高
められるので、カラー画像が与える心理的効果は、フルカラー画像に近いものとなってい
ることが示された。
【０１０８】
　図１９は、本実施形態による階調再現特性の概略図を示す。図１９では、縦軸に印刷出
力の画像濃度（反射濃度）を取り、横軸に階調レベルを、８ビット分解能としたものとし
て示す。ライン１９００は、フルカラー出力の階調再現特性であり、ライン１９０２が、
ＮＴＳＣ変換を使用した場合のモノクロ基準モードによる画像濃度特性を示す。また、ラ
イン１９０４は、固定係数モードでの画像濃度特性を示し、ライン１９０６が、本実施形
態の色剤使用量削減モードの画像濃度特性を示す。
【０１０９】
　図１８に示すように、モノクロ基準モード、固定係数モード、および本実施形態の色剤
使用量削減モードは、同一の階調レベルで見た場合、色剤使用量削減の結果、いずれもフ
ルカラー出力よりも画像濃度が低くされている。また、固定係数モードでは、ライン１９
０４で示されるように、ハイライト色から中間色までの色剤使用量をモノクロ基準モード
よりも高くした場合、ハイライト色からシャドウ色まで同一の係数を乗算して色剤使用量
をモノクロ基準モードに近づけようとすると、ハイライト色から中間色までの色剤使用量
の増加量に制限を受けることになり、固定係数をハイライト色から中間色までのコントラ
ストを保存させながら出力する点で制限を受ける。
【０１１０】
　一方、本実施形態の色剤使用量削減モードに対応するライン１９０６は、交点または設
定されたしきい値を挟んで補正関数で、シャドウ色側の色剤使用量を、ハイライト色から
中間色までの色剤使用量増加分に見合うように削減させることで、ハイライト色からシャ
ドウ色までの全色剤使用量、すなわち積分色剤使用量を、モノクロ基準モードに最も近づ
けることが可能となる。この場合、ハイライト色から中間色にかけては固定係数モードよ
りも高いコントラストで画像形成されるので、固定係数モードに比較し、カラー画像がユ
ーザに与える心理的効果をよりフルカラー画像に近似させることができるものと考えられ
る。
【０１１１】
　本実施形態の色剤削減モードは、画像形成装置の画像処理専用のＡＳＩＣとして実装す
ることができる。また、他の実施形態では、パーソナルコンピュータ、ワークステーショ
ンその他情報処理装置のプリンタドライバとして実装することができる。さらに、本実施
形態の色剤使用量削減処理を実行するモジュールは、ＣＭＭ変換処理自体に実装させるこ
とができる。また、本実施形態の色剤使用量削減処理を実行するモジュールは、色剤使用
量を削減させるための色相補正ＬＵＴとして実装することもでき、色相補正ＬＵＴとして
実装する場合、ＢＧ／ＵＣＲ処理の前処理モジュールまたは後処理モジュールとして実装
することができる。
【０１１２】
　また、以上の処理は、ＬＵＴや補正式を画像処理過程において適用するものであるが、



(20) JP 4776646 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

狙いとする色剤使用量（ｓ％）や基準とする固定係数をユーザーによって記録装置のコン
トロールパネルや制御プログラム上から入力し、オンザフライでリアルタイムに補正ＬＵ
Ｔや補正式を演算させる、あるいは、予め作成しておいた複数の補正用ＬＵＴなどの中か
ら、ユーザ入力に応じて、例えば固定係数値などを選択させるようにしてもよい。
【０１１３】
　また、色剤使用量低減処理用の各種ＬＵＴや中間調処理のためのディザパターン、補間
関数などについては、ソフトウエアとしてプログラム上から呼出すように実装することも
できるし、画像処理速度やＣＰＵ処理能力に応じてＲＯＭやＲＡＭに記憶させてハードウ
エア処理に使用することもできる。さらに、スタンドアロンで画像処理から印刷処理まで
をこなす記録装置や、複数の機器を組み合わせて印刷処理までをこなす記録システムなど
の組込みアプリケーションとして実装することができる。
【０１１４】
　本実施形態の色剤使用量低減処理に使用するＬＵＴ、補正関数、およびそれらを用いて
色剤使用量低減処理を行うプログラムは、アセンブラ、Ｃなどのレガシープログラミング
言語、Ｃ＋＋、ＪＡＶＡ（登録商標）などのオブジェクト指向プログラミング言語等を使
用して実装することができ、これらのプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤといったコン
ピュータ可読な記録媒体に格納して頒布することができる。また、本実施形態のプログラ
ムは、インターネットなどのネットワークを介し、ＨＴＴＰまたはＦＴＰなどのファイル
転送プロトコルを使用して伝送により頒布することができる。
【０１１５】
　さらに、本実施形態の色剤使用量削減処理は、インクジェット方式による画像形成の他
、電子写真方式、熱転写記録方式など、種々の記録方式を使用する画像形成装置に対して
も実装することができる。
【０１１６】
　以上説明したように、本発明によれば、フルカラー印刷の色剤使用量低減モードにおい
て、ユーザが分かりやすい基準、具体的にはモノクロ印刷モードでの色剤使用量や色剤コ
ストを目安に、色剤使用量、色剤コストを含む印刷コストを低減し、さらに色剤使用量低
減による色の見えにくさなどのカラー画像の心理的効果の低下を抑制し、色剤使用量削減
と、カラー画像の心理的効果を両立させることができる。
【０１１７】
　これまで本実施形態につき説明してきたが、本発明は、上述した実施形態に限定される
ものではなく、他の実施形態、追加、変更、削除など、当業者が想到することができる範
囲内で変更することができ、いずれの態様においても本発明の作用・効果を奏する限り、
本発明の範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】画像処理装置の実施形態の機能ブロック図。
【図２】画像処理装置を、インクジェットプリンタとして実装する場合の実施形態を示し
た図。
【図３】画像処理装置を、主走査方向を紙面左右方向として配置し、平面構成を示した図
。
【図４】吐出ヘッドの概略的な構成を示す断面説明図。
【図５】吐出ヘッドの概略的な構成を示す断面説明図。
【図６】本実施形態の画像処理システムを示した図。
【図７】本実施形態の色変換処理を含む出力データ作成処理の実施形態のフローチャート
。
【図８】本実施形態のＣＭＭを使用した色変換処理の概略図。
【図９】第２ＬＵＴ作成処理の実施形態のフローチャート。
【図１０】第２ＬＵＴ作成処理のグラフィカルに説明する図。
【図１１】第３ＬＵＴの作成の実施形態についてのフローチャート。
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【図１２】第２ＬＵＴおよび第３ＬＵＴを使用した色剤量削減モードにおける色剤削減量
を、モノクロ基準モード（ｓ＝１００％）および固定係数モード（Ｆｉｘ＝０．５）につ
いて比較した図。
【図１３】同一の画像に対し、異なる固定係数を乗算して生成した出力画像を示した図。
【図１４】縦軸に色剤使用量、横軸にパッチに対して色相および明度の異なる印字を行い
、当該パッチに対する色剤使用量順に、パッチを並べた色剤使用量特性グラフを示した図
。
【図１５】本実施形態による色剤使用量削減処理の説明図。
【図１６】画像形成方法の色剤使用量削減モードの実施形態のフローチャート。
【図１７】実施形態の色剤使用量削減モードと、固定係数モード、およびモノクロ基準モ
ードの色剤使用量削減を、複数の画像について測定した場合の実施例を示した図。
【図１８】本実施形態による色剤使用量を削減した画像を、フルカラー印刷、モノクロ基
準モードおよび固定係数モードと共に比較した図。
【図１９】本実施形態による階調再現特性の概略図を示した図。
【符号の説明】
【０１１９】
　１００…画像処理装置、１１０…制御部、１１２…中央処理装置（ＣＰＵ）、１１４…
ＲＯＭ、１１６…ＲＡＭ、１１８…ＮＶＲＡＭ、１２０…ユーザＩ／Ｆ、１２２…ＡＳＩ
Ｃ、１２６…操作入力部、１２８…各種センサ、１３０…外部Ｉ／Ｆ、１４０…画像形成
部、１４２…印刷制御部、１４４…駆動制御部、１４６…高電圧制御部、６００…画像処
理システム、６１０…画像処理装置、６１２…アプリケーション、６１４…オペレーティ
ングシステム、６１６…プリンタドライバ、６１８…色変換処理部、６２０…色剤量計算
部、６２２…色変換テーブル、６２４～６２８…各ＬＵＴ、６３０…ＰＤＬ処理部、６４
０…画像形成部（プリンタ）

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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